
C A S E
Connected Autonomous Shared Electric

「コネクティッド・シティ」の発想が必要

CASE革命でモノやサービスがつながる





１）モノづくりにおける
ソフトウェアの位置づけ変化



「ソフトウェア・ファースト」

＜スマートフォン＞

新しいハード技術で
新機種投入

＋
OSやアプリ更新で
随時機能拡張



「モデルチェンジ」概念の変化

ソフトウェア・ファーストなクルマづくり

「フルモデルチェンジ」

ハードが大きく変わる
タイミングで

クルマを買い替えて
いただく

「マイナーチェンジ」

ソフトが変わる時に
ハードは変えず
アップデートで

新機能を選んでいただく



1. Durability
2. Parts Availability
3. Repairability

トヨタのハードの強み



積み上げてきたハードの強み

＋
ソフトウェアを上位概念に

クルマづくりを次のフェーズに変革



２）社会における
クルマの役割変化



スマホ＋タイヤのコンセプト「Fun-Vii」

2011年
東京モーターショー



モビリティサービス専用EV「e-Palette」
2018年

CES



新たな実証都市「Woven City」
2020年

CES



クルマは社会システムの一部に

渋滞情報（プローブ交通情報) ハザード情報（通れた道マップ)ワイパーによる気象情報

有事の際はクルマが電源に



NTTは社会システムの根幹を担う



①ソフトウェア・ファーストのクルマ

②社会システムと結びついたクルマ

「モビリティ・カンパニー」
へのフルモデルチェンジ



NTTは企業グループモデルチェンジの先駆者

アナログ → デジタル化 → IP化 が進展 クラウド → デジタルトランスフォーメーションの進展

NTTグループはソフト主体の「総合情報通信企業」へと変革

Phone
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cloud
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「モビリティ・カンパニー」
へのフルモデルチェンジ

NTTとの提携は
トヨタに必要不可欠

ソフトの位置づけ変化とクルマの役割変化



２．トヨタの原点
「すべての人に幸せを」



平成30年間で「通信」がより人々の幸せに









上下一致、
至誠業務に服し、

産業報国の実を拳ぐべし



「お国のために」
の意志を持つ

民間企業の決起が大切





すべての人に
幸せを届ける


